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はじめに 
 
本号冒頭の宮嵜・福島論稿は 2009 年 10 月 24 日に開催された第 2 回檀国大学・専修大学合同
研究会で発表したものをベースに加筆したものである。研究会のテーマは「世界同時不況下の
日韓経済・企業システム」で神田校舎・国際会議室で熱心に討議がなされた。この企画は専修
大学社会科学研究所創立 60 周年記念の第 1 弾としてなされた。ちょうどこの日は 80 年前、NY
証券取引所で株価の大暴落が起き、世界恐慌の引き金となり、あの忌まわしい第 2 次世界大戦
を帰結させてしまったのであるから、そのような轍を二度と踏まないための研究会でもあった。 
遡る同年 3 月に社研は 15 年ぶりに実態調査を韓国で実施した。その際檀国大学の新キャンパ








専修大学神田校舎 6 号館 2 階国際会議室 
13：00～13：05 開会、 
13：05～13：15 挨拶 町田俊彦 専修大学社会科学研究所長 
13：15～14：15 Stock Repurchase and Corporate Governance Reform in Korea 
  An Actor-Centered Perspective・・・Joo-Tae , Kim 
  コメンテーター：池本 正純 
14：20～15：20 韓国企業の新しい跳躍：経営革新-Posco と三星 SDI 事例を中心に- 
 ・・・Jong-Gon,Yang 
  コメンテーター：佐藤 康一郎 
15：20～15：40 コーヒーブレーク 
15：40～16：40 米主導のグローバル資本主義の終焉と日本経済・・・宮嵜 晃臣 
  コメンテーター：Jae-Hwa,Choi 
16:：45～17：45 「日本的経営」の見直しと格差・貧困の諸相・・・福島 利夫 
  コメンター：Sang-Hyuk,Lim 
17：45～17：50 閉会 
18：00～20：00 レセプション（神田校舎 1 号館 8A 会議室） 
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本号ではこの日報告した福島所員と宮嵜が報告を基に寄稿した。今回の合同研究会には上の
4 名の檀国大学の先生方には貴重な報告とコメントをいただいた。また今回も来日中の檀国大
学の宋貴英先生、本学講師の姜徳洙先生、趙時英先生には翻訳、通訳でご高配賜った。ここに
記して感謝申し上げる次第である。 
